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そ
の
地
域
に
「
住
ん
で
い
る
」

「
働
い
て
い
る
」人
に
よ
っ
て
、「
自

分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守

る
」
と
い
う
精
神
に
基
づ
い
て
構

成
さ
れ
る
市
町
村
の
消
防
機
関
で

あ
り
、
普
段
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や

自
営
業
な
ど
自
分
の
仕
事
を
持
ち

な
が
ら
、
災
害
発
生
な
ど
の
非
常

時
に
は
自
宅
や
職
場
か
ら
災
害
現

場
へ
駆
け
つ
け
る
非
常
勤
特
別
職

の
地
方
公
務
員
で
す
。

　
消
防
団
に
入
団
で
き
る
か
た
は
、

18
歳
以
上
で
、
市
内
に
住
ん
で
い

る
か
勤
務
し
て
い
る
か
た
な
ら
性

別
を
問
わ
ず
入
団
で
き
ま
す
。

　

火
災
現
場
で
の
消
火
活
動
、
台

風
や
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
が
発

生
し
た
と
き
の
救
助
活
動
、
避
難

誘
導
、
警
戒
活
動
な
ど
を
行
い
ま

す
。

　

災
害
時
以
外
に
も
災
害
対
応
の

た
め
の
訓
練
、
機
材
の
整
備
点
検

や
、
水
防
設
備
の
点
検
、
予
防
広

報
な
ど
、
災
害
時
以
外
に
も
地
域

の
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

報
酬
な
ど

　

階
級
に
応
じ
た
年
報
酬
や
、
災

害
や
訓
練
の
出
動
に
応
じ
た
手
当

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

公
務
災
害
補
償

　

消
防
団
活
動
中
に
負
傷
・
死
亡

し
た
場
合
な
ど
の
補
償
制
度
が
あ

り
ま
す
。

退
職
報
償
金

　

５
年
以
上
勤
務
し
て
退
団
さ
れ

た
か
た
に
は
期
間
・
階
級
に
応
じ

た
退
職
報
償
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

鳥
羽
市
消
防
団
に
は
女
性
も
入

団
し
て
お
り
、活
躍
し
て
い
ま
す
。

女
性
消
防
団
員
も
募
集
し
て
い
ま

す
の
で
、
入
団
希
望
や
質
問
に
つ

い
て
は
、
消
防
本
部
へ
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

　

鳥
羽
市
消
防
団
は
地
域
別
に
分

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
入
団
後
は
地

域
の
分
団
に
所
属
し
て
活
動
し
ま

す
。
入
団
す
る
に
は
、
地
域
の
分

団
に
入
団
を
申
し
入
れ
る
か
、
消

防
本
部
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

消
防
団
と
は

入
団
で
き
る
か
た

活
動
内
容

待
遇

活
動
紹
介

女
性
消
防
団
員
も
活
躍

入
団
申
し
込
み
に
つ
い
て

出初め式祝賀放水

鳥羽市消防ポンプ操法大会の様子

ドクターヘリ誘導

震災対応訓練

消火訓練

活動の種類 手当額
火災出動 5,000 円
台風警戒 3,000 円

研修 2,000 円
器具点検 1,000 円

階級 報酬（年額）
団員 25,500 円

手当の一例
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